
　

開始年度 平成　　22

④
経
　
費

財
源
内
訳

※「財源内訳」について

↑どちらかを
チェックしてください

「実績」
拡大図る

40

将来目標

100

「実績」
縮小図る

800 1,000

100

単位

％

人

目標値 100

34

H28目標値

36 33

Ｈ 26 Ｈ 27

1,065

27 H28見込み 将来目標単位 Ｈ 26 Ｈ

１．合唱参加団体の公募
２．年１回ミューズアークホールで演奏会（合唱連盟他、公募の合唱団）を開催
３．実行委員会に補助金を交付
４．実績報告書等による事業の報告・確認

基本
方針

280

0 0 0

00

1,319

0

根拠法令

目的（どのような効果を目指して実施しているのか、具体的に）

決　　　算　（見込み含む）

人）人） （ 0.01

平成28年度のみ、当初予算
の内訳となっています。

2998-9211
担
当
部
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②
事
　
業
　
の
　
概
　
要

関連・類似事業
文化芸術振興基本法

部課コード 050100 ℡

法定受託＋附加

事業コード
所沢市民合唱祭開催支援事業

平成 28年度事務事業評価表（一般用）　　　　　

050112

①事務事業名

終了年度 年度

文化芸術振興課

ｸﾞﾙｰﾌﾟ 文化支援

■ □ □

年度

323,679

→

事業の種別

市民文化節

自治事務 法定受託事務

事業開始の背景

分野別計画・指針 第４次所沢市生涯学習推進計画

長年、所沢市文化団体連合会主催により「所沢市文化祭」の一環で開催していた「所沢市合唱祭」が平成２２年に独立し、所沢市合唱連盟加盟
の団体だけでなく、非加盟の団体や小中学校、高校の合唱部等の参加も可能とする新たな「所沢市民合唱祭」として第１回目を開催した。

総合計画の体系 章 教育・文化・スポーツ 個性あふれる文化の創造

人

人

事業の具体的な内容及び実施方法

平成 26年度対象（誰を、何を対象としているのか）

対象数
年度

単位

280

（非常勤特別職員）　　　　（臨時的任用職員）

未就学児を除く市民 平成

0.00

③
事
　
業
　
の
　
内
　
容

合唱祭を通じて、各合唱団体、市民、相互の交流を深めると共に、所沢市及び近隣地域の音楽文化の向上に役立つ事を目的としている。

予算現額

27

その他（　　　　　　　　　　） ）

323,048

1,319

人） （

0.12人 1,039

≪会計種別≫ 一般会計

国・県支出金

1,065

一般財源

平成 26 年度

（

28

0.00

280

（ 0.00

27 年度平成

785

（千円） 年度 （千円）

280

280 280

（千円） 平成

団体

事業費合計

正規職員人件費

人）

0.09人

鑑賞者数 演奏会当日の鑑賞者数 800

どれだけ目標に近づいているかを達成率として示しています

 
 
⑥
成
果

800

⑤
実
績

項目名 項目説明

活動実績

合唱参加団体数 合唱に参加した団体数

％ 達成率 95 100

　 項目名 項目説明

成果指標 音楽文化振興への貢献度

継続

合唱参加団体の公募を行うとともに、９月の合唱祭に向けて広報等行い、準備を進め
ている。

100

実 績 95 100

鑑賞者アンケート
（項目：市民合唱祭が音楽文化振興に
貢献しているかの割合）

目標達成状況

現状
維持

その
他

拡大 縮小

⑦
改
善
点

⑧
評
　
　
　
　
価

評
価

今
後
の

方
向
性

事業実施方法
(複数選択可）

文化芸術振興課長　吉田　謙治

終了

次年度予算

評価日 H28.8.16 評価者職氏名

理由
小学校・中学校、高校の合唱部から大人の合唱団まで、市内の多くの合唱団
が参加している本事業は、歌の楽しさを市民に伝えることのできる貴重な機会
となっており、今後も趣向を凝らして継続していく必要がある。

⑨
環境
影響

有益な
環境影響

有害な環境影響
を及ぼす原因活動

現状
維持

理由
会場使用料、講師謝礼、印刷費など事業を実施するために必要な予算であ
り、今後も現状維持していく。

拡大 縮小

無

無
資料の作成

規制を受ける環境法令等

緊急事態

(2)今後の方向性

「所沢市民合唱祭」として、所沢市合唱連盟加盟の団体だけでなく、公募の非加盟の団体や中
学校、高校の合唱部等が参加することにより、裾野の広い合唱祭となっている。合唱祭を通じ
て老若男女が一堂に集い、合唱団員だけでなく市民や近隣住民の相互交流の場にもなってい
る。本市の音楽文化の広がりのため、今後とも本市は当合唱祭への支援を継続していく必要が
ある。

壮齢層の公募団体が参加したことによって、合唱祭の参加者の年齢層の幅が広がり、
今まで以上に裾野の広い合唱祭となった。

(1)平成27年度中に改善した点（改善内容・その結果について記載してください） (2)平成27年度成果指標の目標値が未達成の理由・分析

－

(1)平成２８年度に取り組んでいる状況

改善・
効率化


